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News Release 

2025 年 10 月 21 日 

株式会社日立製作所 

 

AI ネイティブな基幹システムへ刷新する「モダナイゼーション powered by Lumada」を提供開始 

業務・IT・組織の変革を一体的に推進し、お客さまの事業成長に貢献 

 

 
「モダナイゼーション powered by Lumada」がめざすデジタルセントリック企業への変革 

株式会社日立製作所(以下、日立)は、デジタルセントリック企業へ変革をめざす企業向けに、AI ネイティブな基幹シ

ステムを刷新する「モダナイゼーション powered by Lumada」(以下、本サービス)を 10 月 21 日より提供開始します。 

昨今、多くの企業が労働人口減少に伴う業務ナレッジの継承や競争力強化への対応が迫られる中、企業 IT の中

核を担う基幹システムにおいても、熟練エンジニアの減少やシステムのサイロ化が大きな経営課題となっています。これらの

課題に対し、日立はこれまでお客さまのシステムを最新技術で刷新するモダナイゼーションに伴走してきました。しかし現在

では、基幹システム刷新だけに留まらず、AI 活用を前提とした業務や組織の改革、すなわち AI ネイティブな事業基盤の

実現が求められています。そこで日立は、深いドメインナレッジと AI 技術・活用ノウハウという強みを集約した Lumada の

アセットを生かし、お客さまの業務・IT・組織をデータドリブンで変革する２つのメニューを備えた本サービスを提供します。 

 

具体的には、「グランドデザイン策定サービス」において、変革に必要な投資の優先順位などを踏まえたグランドデザイン

と、システム刷新に必要な技術選定やリスク評価を含む実効性の高いロードマップを策定します。また、「業務・IT モダナイ

ゼーションサービス」では、AI を活用した業務自動化による業務変革の推進、重要データの特定やデータ品質の維持、そし

て最新アーキテクチャーへの刷新を行います。さらに、システム刷新の全工程への AI 活用に加え、豊富なグローバル人財を

活用し開発の迅速化を図るほか、グランドデザインに基づく実行体制の構築やデジタル人財の育成も行います。これらに

より、デジタルセントリック企業に向けたモダナイゼーションを推進することが可能になります。 
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また、本サービスは、ドメインナレッジと AI の活用を通じて進化した、Lumada 3.0 のビジョンを体現する AI ソリューション

「HMAX」を展開する際にも活用します。現在、日立のビルシステム事業で提供する「HMAX for Building : BuilMirai(ビ

ルミライ)」の進化に向けて、本サービスを先行適用しています。具体的には、深刻化するエレベーターなどのビル設備メンテナ

ンスにおける人手不足に対して、ベテランの暗黙知をデジタル化し AI による業務の自動化を推進しています。その業務変

革と並行し、設備の集中管理を担う管制システムなどの IT 刷新を進めるグランドデザインを策定しています。 

このように日立グループ内で徹底した実践を行う「カスタマーゼロ」の取り組み成果も活用することで、お客さまは変革の

スピードを加速しながら持続的な成長を実現することができます。 

お客さまの一社である大同生命保険株式会社システム開発二部次世代システム開発室 室長の黒川智也さまから

は、「当社は現在、日立製作所様のご協力のもと、メインフレームからオープンシステムへのマイグレーションに取り組んでいま

す。マイグレーションの完了後は、当社のお客さまである中小企業に、より充実した保障とサービスを提供するため、AI 等の

テクノロジーのさらなる活用により、一層機動的なシステム開発に取り組みたいと考えています。日立製作所様の『モダナイ

ゼーション powered by Lumada』は、AI の一層の活用を強力に推進するものであり、当社の IT 活用の方向性と合致

するものと感じています。」とコメントを頂いています。 

 

「モダナイゼーション powered by Lumada」の特長 

本サービスは、ミッションクリティカルな業務を支えてきた、日立コンサルティングの業務プロセス変革支援の実績や、デー

タマネジメント・アーキテクチャーに関する深い知見といったドメインナレッジに加え、日立の AI 活用ノウハウやデジタルエンジ

ニアリングのケイパビリティをもつ GlobalLogic の人財も活用して提供するものです。それぞれの特長は以下の通りです。 

 

 

（１） 計画フェーズ：「グランドデザイン策定サービス」 

企業が描く成長戦略と現状の差分を、GlobalLogic で実績のある CAST Imaging/Highlight*1 なども活用して

分析し、優先して取り組むべきプロセスを選定するとともに、売上拡大に向けた要所の設定や業務・システム・人財の

観点を踏まえたグランドデザインを策定します。また、グランドデザインをもとに、ハイパースケーラなどテクノロジーパートナー

を含めた技術選定*2 やリスク評価、コスト管理の基準、スケジュールの試算などを行い、実効性の高いロードマップを策

定します。これらにより、投資の優先順位に悩む経営層の意思決定を支援するとともに、AI を前提とした業務変革と

システム刷新を同時に推進し、業務変革の成果を早期に実現します。 

*1：システムを解析して設計や仕組みを明らかにするリバースエンジニアリングを通じて、ブラックボックス化した現状システムの構造を可視化する

デジタル技術。 
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*2：アマゾン ウェブ サービス(AWS)のモダナイゼーションソリューションである AWS Blu Age、AWS Transform や、UI/UX のモダナイゼーションとして

Figma Make を活用するなど、テクノロジーパートナーのソリューションについても、日立が評価して、コンポーザブルに活用予定。 

（２） 実行フェーズ：「業務・IT モダナイゼーションサービス」 

① AI エージェントを活用した業務変革 

日立は、経営から現場業務まで 200 種以上の多様な AI エージェントの開発・運用実績を蓄積しており、これら 

の環境やノウハウを活用することで、お客さまが変革されたい幅広い業務ニーズに対応することができます。また、日 

立のドメインナレッジを生かし、業務上の意思決定や判断の背景となっている暗黙知も含めた重要なデータを特 

定し学習させることで、AI の推論能力を高度化します。これらにより、実効性の高い AI エージェントが開発可能に 

なり、これまで人でしか対応ができなかった業務に対しても、AI エージェントを早期に適用することで業務変革を実 

現します。 

② AI 活用に適したデータの品質を維持するデータマネジメント  

AI エージェントの業務適用では、活用するデータの質が結果に直結します。そのため、AI の目的に特化した高品

質なデータの準備と維持が特に重要です。日立は、データマネジメントの知見をもとに、継続的にデータ品質を確保

するデータ統合基盤とその運用を提供します。また、既存の基幹システムなどから安全かつリアルタイムにデータを収

集・統合し、効率的にデータをインプットできることで AI エージェントが担う業務の精度と信頼性を向上することが可

能になります。さらに、AI エージェントのデータアクセス制御などセキュリティ課題に対しても、グローバルな専門家の監

修のもと、業界や地域の規格に準拠したベストプラクティスに基づき構築・運用します。これらにより、データの収集・

活用のライフサイクル全体を通じたデータガバナンスを実現します。 

③ IT システムのアーキテクチャーを適切に刷新、AI・グローバル人財の活用で加速 

日立における数百件以上のモダナイズ実績を活用することで、IT システムを、迅速性を重視する領域と安定性を

重視する領域に切り分け、そうした特性と優先順位に基づいてコンポーザブルなアーキテクチャーに刷新します。既存

資産の継承においては、日立の開発フレームワークにより、全工程で AI を活用しながら、高品質な仕様書の再生

から適切なコード生成まで実現し、加えて実績豊富なモダナイズツールも組み合わせることで、AI との親和性やメン

テナンス性に優れた資産へと刷新します。また、日立のセキュアで標準化された開発環境を活用するとともに、今

後、豊富なグローバル人財を積極的に活用していくことにより、より一層迅速な開発を実現していきます。さらに、IT

システムの要件に応じて、スケーラブルかつ耐障害性の高い基盤や、社会インフラ向けの堅ろうな基盤も提供可能

です。 

④ 組織の変革と人財育成 

デジタルセントリックな企業への変革を実現するためには、推進をリードできるデジタル人財の育成と組織文化の

変革が不可欠です。日立は、グランドデザインに基づく実行体制の構築や、AI 活用・アジャイル開発をけん引する

人財の育成、そして実践による定着化まで包括的に支援します。また、ROI や KPI の達成状況を可視化すること

で、ビジネス部門と IT 部門が共通目標に向けて継続的に改善できる環境づくりにも伴走します。 
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モダナイゼーション powered by Lumada を構成するサービス 

名称 概要 価格 提供開始時期 

グランドデザイン策定サービス ・デジタルセントリック企業への変革に向けた成長戦略・業務特性分

析、システムの事業貢献度分析  

・リスク評価、コスト評価、スケジュール試算によるロードマップ策定 

個別見積 2025 年 10 月 21 日 

業務・IT モダナイゼーション 

サービス 

 

・AI エージェントを活用した業務変革 

・AI 活用に適したデータの品質を維持するデータマネジメント 

・IT システムのアーキテクチャーを適切に刷新、AI・グローバル人財の活用

で加速 

・組織の変革と人財育成 

 

 

日立のモダナイゼーションについて 

 https://www.hitachi.co.jp/products/it/CloudDX/modernization/index.html?nr=251021 

 

商標注記 

・記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。  

 

日立製作所について 

日立は、IT、OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用した社会イノベーション事業(SIB)を通じて、環境・幸福・経済成長が調和するハーモナイズドソ

サエティの実現に貢献します。デジタルシステム&サービス、エナジー、モビリティ、コネクティブインダストリーズの 4 セクターに加え、新たな成長事業を創

出する戦略 SIB ビジネスユニットの事業体制でグローバルに事業を展開し、Lumada をコアとしてデータから価値を創出することで、お客さまと社会の

課題を解決します。2024 年度(2025 年 3 月期)売上収益は 9 兆 7,833 億円、2025 年 3 月末時点で連結子会社は 618 社、全世界で約 28

万人の従業員を擁しています。詳しくは、www.hitachi.co.jp をご覧ください。 

 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/CloudDX/modernization/index.html?nr=251021
http://www.hitachi.co.jp/

